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西

戎

文

献

の

史

料

的

慣

倍

(下
)

.

.

-

吐
蕃

王
統
論

を
中

心

と
し

て
-
′
1

円一｣山脚Hu'

三

次
把
王
統
と
年
代
と
に
つ
い
て
支
部
史
料
と
第
十
章
と
を
比
較
し
'

そ
の
一
致
と
帝
離
の
諸
原
因
を
探
求
し
て
行
き
た
い
と
息
ふ
｡

l
､
支
部
史
料

崇

禦

年

(庚
成
)
･･･-
棄
宗
弄
莞

し
孫
立
つ

餅
蛸
娼

蒜

鳩
絹
誓

詣

)El誠
叢

澗

鴎

3I
S
鳳
等

(己
卯
)
････壷

普
卒
し
其
の
手
蔓

悉
弄
嗣
ぐ
餅
蛸

(
-
調
露
元
年
己
卯
)
･･････同
右
謂

詣

一蒜

望

安
三
年

(貰

)
･･････器
驚
悉
弄
卒
し
棄
隷
蹄
慧

つ
軸
雑

紳
龍
元
年

(乙
巳
)
･･･-
･望

諾

九

吐
著
の
使
霊

草

喪

喜

ぐ
.
中
宗
之
が
雷

撃
義

朝

盲

す

増

｡

任

.
港

衣

吐
著
大
首
領
賛
普
卒
し
帝
之
が
鴛
に
撃
展
麿
朝

1
日

す認
九

､

紳
天
草
十
四
載

(乙
未
)
･････:乞
蓉
蘇
鶴
橋
賛
死
し
婆
悉
範
撒
賛
立

っ
鵠

批
蒜

鑑
豪

蘇
孟

賛
苑
し
子
梁
(撃
瑠

)

悉
鶴
瓶
賛
立
つ

諸

触
雫

61

㈲
大
暦
十
四
年

(己
未
)

建
申
元
年

(庚
申
)

肉
貞
元
十
三
舞

(
丁
丑
)

葺
倫
が
侵
し
て
面
謁
し
た
賛
普
捻

乞
毒

で
あ
っ
品

確

･･:
･壷

普
死
し
英
子
足
之
煎
立
つ

詔

か

相
即

梁
悉
範
撒
賛
卒
し
長
子
立
つ
｡

一
才
に
し
て

卒
す
諾

九
雲

量

二
年
実

員

て
卒
す
｡
掌

立
ち

義

に
し
て
卒
す
.
掌

闘
い
で
立
つ

頴

が

十
年
の
偉
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望

元
二
十
年

(甲
申
)
･･-
重

曹
死
す
琵

禁

か

賛
普
若

其

､

の
弟
立
つ
軸
讐

叶
鮮

困
元
和
十
二
年

(丁
酉
)
･･････軍
曹
卒
す
る
を
以
て
来
合
す

九
空
ハ
･
九
七
六
･
賛
普
死
し
可
教
可
豊

つ
博
嘩

九
七
九

.

㈲
開
成
三
年

(戊
午
)
-
-
-
葬
奉
賛
普
死
し
弟
達
磨
立
つ
相
場
鮮

(年
月
不
明
)
･･････賛
普
死
し
弟
達
磨
立
つ
餅
確

回
書

二
年

(壬
戊
)
.
････
･l

(
達
磨
)
賛
普
卒
す
鳩
相
票

か
諸

‥

二
'
テ
ブ
チ
ル
ゴ
ン
ポ

テ
キ
ス
ト
に
は
年
代
は
皆
西
戒
式
の
干
支
の

み
が
記
さ
れ
て
あ
る
が
便
宜
上
支
部
の
干
支
と
年
班
と
を
掃
出
し
た
｡

日
永
徴
元
年

(庚
戊
)
･･････ソ
ン
ツ
エ
ソ

ガ
ン
ボ

Bl･0
1
g
b
訂
an

･
s
g
a
m

p
o

死

し
'
空
手
グ

ン
ソ
ン
グ

ソ
,{
*
y
gtlng

Bl･On
g
g
tln
g
･･b
tsan
早
逝
せ
る
に
よ
り

マ
ン
ソ
ソ
マ
ン

ツ
丑
ン
m
a
n
g

st･o
n
g
m
at1g
b
tsa
n
立
つ

⇔

儀
鳳
四
年

(乙
卯
)
･･-
･･
マ
ン
ソ
ン
死
し
ド
リ
ン
マ
ン
ボ
ル
.･･h
エ

a
du
S
BrO
n
g

m
ang
P
O
_
rje
立
つ
｡

･-
-

-

斡
紳
龍
元
年

(乙
巳
)
･･････ド
リ
ン
死
し
チ
ヂ
ツ
空

ア
.h
kh
d
tde

b
tStlg
b
rtan
立
つ
｡

㈱
天
草
十
四
載

(乙
未
)
.････:･チ
デ
ッ
ク
テ
ン
死
し
チ
ゾ
ン
デ
･i
tr/

.

y
khri
srongtd
e
b
tsan
立
つ
.

圃
建
申
元
年

(庚
申
)
-
･･･チ
ッ
ソ
ヂ
ツ
土

y
苑
し
そ
ネ
ッ
エ
ソ
溺

m
u
n
e
b
昏
a,n
p
o
立
つ
O

㈱
貞
元
十
三
年

(丁
丑
)
･･････
ム
ネ
ッ
正
ソ
ポ
死
し
ヅ
ツ
荘
ツ
エ
ソ
ー

ポ

d
Btl
tBe
b
t8an
P
O
立
つ
｡

㈹
貞
元
二
十
年

(甲
申
)
'･････ヅ

ツ･エ
ツ
エ
シ
ポ
死
⊥
チ
デ
ブ
,(
サ
･

エ
.y
k
h
ri

tde
Bl･O
n
g
b
tBan
立
つ
.

困
元
卸
九
年

(甲
午
)
-
-
チ
ヂ
リ
ン
ツ
エ
ソ
死

し

カ

サ
カ
チ
ユ

kha!i
k
h
a
c
hn立
つ
.

㈲
開
成
元
年

(丙
辰
)
-
･･･カ
?
カ
チ
エ
死
し
凍
弟
タ
A

tha
m
貞

立
つ
｡

一

開
成
四
年

(己
未
)
･･･-
ラ
ン
ダ
ル
マ
g
t
ang
d
ar
訂

a

I王
立
も

ー.･七

第
四
年
日
な
り
O

以
下
両
者
の
記
録
を
便
宜
上
支
部
史
料
を
中
心
と
し
て
検
討
し
て
行

82

か
う
｡
3:西
戒
史
上
有
名
な
ソ
ン
ツ
エ
ソ
ガ
ン
ボ
が
支
部
記
録
の
棄
宗
弄
許

で
あ
る
事
望
nR
ふ
Lま
で
も
な
い
｡
し
か
し
此
の
両
者
の
名
辞
は
仝
-

1

致
し
な
い
｡
ブ
ト
ン
沸
教
史
に
は
チ
ヂ

シ

ソ
ン
ツ
エ

ソ
kht･i
td
e
8rOn
g

b
もsan
な
る
王
名
を
出
し
'

･-

(彼
は
)
そ
の
時
西
痔
の
人
民
の
王
を
無
税
す
る
言
を
聞
き
て
'
十
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徳
の
滅
法
を
採
り
'
西
戒
の
人
民
を
悌
法
に
蹄
せ
し
め
た
れ
ぽ
'
名

㊧

･を
リ
ン
ツ
エ
ソ
ガ
ン
ボ
と
辞
せ
ら
る
｡

と
あ
る
｡
リ
ン
ツ
エ
ソ
ガ
ン
ボ
と
茸
ふ
名
辞
の
説
明
は
酉
戒
で
は
後
の

⑳

東
銀
に
は
大
健
此
の
解
樺
を
踏
襲
し
て
居
-
'
そ
れ
が
小
は
ゞ
稀
班
で

あ
っ
七
本
取
の
冬
で
な
い
事
は
明
か
で
あ
る
O
そ
れ
に
し
て
も
プ
ト
ン

の
云
ふ
手
ヂ
リ
ン
ツ
エ
ソ
で
は
棄
宗
弄
許
に
1
致
せ
ず
､
解
決
を
別
の

史
料
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
'
戟
に
か
の
有
名
な
唐
蕃
倉
盟
碑
を
参

照
し
よ
う
｡

.

第

1
代
支
部
君
主
李
の
王
位
に
即
き
て
後
大
唐
の
図
二
十
三
年
過
ぎ

ゆ
き

(し
時
)'

1
つ
の
王
統
の
も
と
に
せ
ん
馬
化
現
せ
る
紳
賛
菅

チ
ソ
ソ
ツ
エ

ソ
khl･i181
0ngb
rt8an
と
支
部
君
主
太
宗
文
武
紳
皇

帝
二
者
は
国
家
を

ー

(
の
如
-
)-
な
さ
ん
事
を
語
ら
ひ
て
貞
親
の
年

-
に
文
成
金
主
を
賛
菅
の
官
居
に
迎

へ
た
-

(声

1.
2
t
I
25)

之
に
よ
り
て
棄
宗
弄
誇

k'ji･bS
ungJu
n
g
･tSan
が
k
h
r
i
sron
br
t8an

で
あ
る
事
は
決
定
的
で
あ
っ
て
'

別
名

｢
棄
蘇
塵
L

k亭
Btn･ntWng

欄
侍

も

khl･i
sr.ng
の
守
護
に
相
違
な
い
｡
か
-
し
て
爾
史
料
の
矛

盾
の
1
つ
は
先
づ
唐
蕃
倉
盟
碑
に
よ
っ
て
解
決
せ
ら
れ
潅
｡
-

臼
井
驚
悉
弄

k
亭
*
ttlOImiet･1tln
g
は
ド
ッ
ン
と
比
較
し
て

khl･i

a

d
-

ron
g
で
あ
る
事
ラ
貰

b
I
･の
比
誓

る
如
-
冨

る
.@
マ
γ

ポ
ル
ジ
エ
亦
支
部
史
料
に
人
名
と
し
て
度
々
現
れ
~る

｢
葬
布
支
｣
で
あ

る
.
テ
プ
ゴ
ン
の
彼
の
父
王
及
び
租
父
の
マ
ン
ソ
ソ
マ
ン
ツ

エ
ソ
､
ダ_

y
ソ
ン
グ
ン
ツ
エ
ソ
共
に
プ
ト
ン
に

1
致
す
る
Q

田
津
琴
悉
葬
の
逝
去
と
棄
錬
蹄
賓
の
即
位
捻
通
鑑
の
み
長
安
三
年
に

か
け
る
が
､
そ
の
他
の
史
料
の
紳
龍
元
年
は
告
哀
俵
が
唐
朝
に
到
着
し

た
事
に
か
げ
て
逃
.I(
･て
あ
.W
の
で
あ
.FO
か
ら
或
は
通
鑑
の
記
事
を
正
し

と
す
る
べ
.告
か
滝
知
れ
ぬ
O

棄
希
蹄
賛

k
'3'i⊥
ie
i-
tS
itlk
倉
a
n
は

テ
ブ
ゴ
ソ
及
び
プ
ト
ン
共
に
チ

デ
ッ
ク
テ
ン
k
h
ri
td
e

btmgbrtanで
あ
る
が
最
後
の
音
が

一
致
し

た
い
.
-ロ
ッ
ク
ヒ
ル
衰
漢
字
名
よ
sn
し
て

kh
ri
lde
g
tsttg
b
tSa
n
と

⑳

琴
刀
し
夜
が
'

ラ
ウ
フ
ァ
ー
は

.1de
か
挽
iie
で
表
さ
れ
る
事
は
あ
つ

て
も
藤
で
表
さ
れ
る
事
は
な
Y
棄
称
呼

k
h
pi
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
t

⑳

し
､
棄
蘇
蹄
賓
即
ち

k
h
.ri
g
tm
g
b
tsan
と
見
た
.,

し
か
し
息
ふ
に

藤
は
現
代
菅
や

!i
で
告

て
も
層
代
に
は
恐
ら
-

1iei
で
あ
っ
た
で

あ
ら
う
か
ら
ラ
サ
フ
ア
ト
の
批
判
は
嘗
ち
忽
い
O
再
び
唐
香
合
盟
碑
を

見
よ
う
｡
前
掲
引
用
文
に
続
き
､

後
化
現
せ
る
紳
賓
普
･チ
デ
ッ
ク
ツ
エ
シ
k
h
l･i
lde
g
tsttg

brbSan

と
支
部
君
重
三
郎
開
元
型
文
神
武
皇
帝
二
者

は
国
家

を

一
つ

(
の
如

～

i
)
に
な
す
事
を
譜
ら
ひ
て
'
娯
戚
関
係
を
重
ね
で
､
景
龍
の
年
に
金

｢ 53
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城
公
主
を
賛
菅
の
寓
居
に
迎

へ
雪
男
と
な
り
で
欺
暮
せ
JGh
(.声

r
･

25
-
29)

と
あ
る
｡
金
城
公
主
の
降
嫁
は
中
宗
時
代
景
龍
三
年
十

一
月
に
行
は
れ

た
も
の
で
'
玄
宗
と
は
関
係
は
な
S
が
翌
唐
隆

(景
雲
)
元
年
に
は
宮

中
に
撃
が
あ
っ
て
容
宗
が
後
を
嗣
ぎ
'
し
か
も
其
の
轡
の
紙
指
揮
者
は

玄
宗
で
あ
っ
た
か
ら
､
誤
っ
て
斯
-
記
し
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
｡
事
賢

開
元
天
賓
時
代
急

じ
鴫

城
至

と
玄
宗
と
の
間
に
は
警

妄

通

の
往
復
が
行
ほ
れ
て
居
た
｡

こ
の
史
料
に
よ
り
葉
芽
蹄
賓
は

k
h
ri
td
e

g
tsn
g

br･aan
で
あ
る
事
誤
な
い
｡
常
春
倉
盟
碑
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
事
賢
の
第
二
で
あ
る
｡

〃

脚
乞
裂
蘇
籍

賓
は
明
か
に
西
戎
史
料
に
塵

々
出
て
来
る
チ
ゾ
ン
デ

ッ
ェ
･
ン
klhri
?
1.
n
g
td
e
b
tsan
で
あ
る
が
最
後
の

｢
鷲
｣
は
合
盟
碑

の
他
の
例
よ
-
見
て
b
rtSan
と
す
る
の
を
可
と
す
る
｡
所
で
天
賓
十
四

載
に
チ
ゾ
ン
デ
ツ
エ
ソ
が
卒
し
サ
ソ
ソ
亨

ッ
ェ
ソ
が
後
を
嗣
小
だ
と
云

ふ
支
部
史
料
と
'
チ
デ
ッ
ク
テ
ン
が
死
し
チ
リ
ン
デ
ツ
エ
ソ
が
次
い
で

立
っ
た
と
云
ふ
テ
プ
ゴ
γ
の
記
事
と
は
完
全
に
堂
で
矛
盾
す
る
｡
支
部

史
料
に
よ
れ
ば
チ
デ
ッ
ク
ツ
エ
ソ
棄
薄
蹄
質
と
チ
ゾ
ン
デ

ツ
エ
ソ
乞
黍

蘇
鶴
職
質
と
の
関
係
は
明
か
で
な
-
'
叉
チ
ソ
,ン
デ
ツ
エ
ソ
と
サ
ゾ
ン

デ
ツ
エ
ソ
婆
悉
鶴
瓶
鷲
と
は
稚
い
で
立
っ
た
だ
け
で
親
族
関
係
は
何
等

示
さ
れ
て
居
な
い
.
叉
此
の
後
町
闘
い
だ
と
息
は
れ
る
王
の
乞
立
鷲
と
､

の
関
係
も
明
瞭
で
な
い
｡
･sV
の
鮎
テ
プ
A

T
y
は
こ
の
程
東
の
関
係
に
於

て
何
等
の
矛
盾
を
も
赦
さ
な
い
が
如
-
見
え
'

1
見
之
に
従
ふ
の
を
可

と
す
る
が
如
-
思
は
れ
る
｡
↓
か
し
此
鬼
で
の
爾
史
料
の
不

一
致
は
査

-
別
な

1
史
料
か
ら
解
揮
さ
れ
る
で
あ
ら
う
O

今
日
唐
蕃
禽
盟
碑
と
並
ぶ
重
要
な
石
碑
が
ラ
サ
の
ポ
タ
ラ
宮
殿
の
前

.に
建
て
ら
れ
て
居
る
O

.
ワ
ッ
デ
ル
が
ポ
タ
ラ
碑

P
o
tala
P
ittar
と
し

て
初
め
て
そ
の
砂
寛

e
ye･C･p
y
を
紹
介
し
詩
誌
計
畿
表
し
た
が
､ノ～
徳

ベ
ル
が
更
聖

確
な
n
ツ
ピ
イ
毘

-
'
奮

警

の
み
姦

介
し
た

も
の
で
あ
る
｡

内
容
は
チ
ソ
ン
ヂ
ツ
エ
ソ
k
h
t･i
st･on
g
)de
b
(r)t
San

の
時
に
支
部
に
侵
入
し
京
師
を
占
餅
し
た
事
を
記
す
も
の
で
､
正
に
安

線
山
の
乱
に
乗
じ
て
代
宗
虞
徳
元
年
に
吐
著
が
長
安
を
占
領
し
た
事
欝
､

竺

致
す
る
｡
所
で
こ
の
時
に
は
チ
ソ

y
ザ
ツ

エ
ソ
畠

｢
御
子
チ
ノ

ン
ヂ

ツ

エ
ソ
L

btsan
po
Bra8
khri81･Oni
]d
e

bban
と
辞
し

(
B
L
L

t
)
.
そ
の
前
代
を

｢
父
王
チ
ヂ
･.i
ク
ツ
エ
ソ
L
b
tBa
n

P
O
y
a廿

k
h
ri
td
e
g
訂
ttg
rt
san
と
辞
し
て

(B
,Ⅰ
.

8
)
居
る
｡
従
っ
て
此
等
両

者
は
親
子
関
係
で
あ
り
'
賛
菅
の
位
に
つ
い
て
直
接
穏
承
が
行
は
れ
な

の
.で
あ
り
'
支
部
侵
入
は
確
賢
に
前
者
の
重
任
中
と
見
倣
し
て
美
女

へ

な
い
｡
テ
プ
ゴ
ン
が
此
の
両
者
の
間
に
直
接
杷
東
を
認
め
'
チ
ソ
ン
ヂ

5 4 -
ヽ
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､ツ
エ
ソ
の
在
位
を
天
賓
十
四
載
か
ら
連
中
元
年
に
か
け
て
虞
徳
前
後
を

含
め
七
居
る
の
は
全
-
正
し
い
も
の
と
見
倣
き
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.

テ
ブ
ゴ
ソ
は
プ
ト
ン
其
他
の
西
戒
古
倖
東
に
よ
-
節
-
決
定
し
た
の

で
あ
ら
う
が
'
こ
れ
は
虞
徳
前
後
の
事
件
が
抵
解
す
る
こ
と
な
-
容
れ

ら
れ
る
と
云
ふ
事
で
は
あ
つ
て
も
天
賛
十
四
載
に
チ
リ
ン
デ
ツ
エ
ソ
が

即
位
し
た
と
云
ふ
澄
明
に
は
な
ら
な
S
と
思
は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
.
こ

の
事
に
つ
い
て
は
や
は
-
支
部
史
料
を
再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
.

､天
聾
十
四
載
驚
善
乞
饗
蘇
龍
騰
賛
死
'
大
臣
立
英
子
婆
悉
鶴
瓶
賛
馬

主
'
復
薦
賛
普
'
玄
宗
達
京
兆
少
声
雀
光
速
余
御
史
中
丞
'
持
節
安

国
倍
冊
命
､
弔
祭
之
'
及
還

而
霊

山
巳
窺
接
洛
陽

嫡
票

か
諸

じ
-
バ
リ
ン
デ
ツ
エ
ン
が

｢遣
使
者
修
好
｣

し
た
魚
玄
采
は
雀
を
遭
は
し
た
と
あ
る

之
に
よ
っ
て
見
る
に
常
時
賛
菅
の
登
代
が
あ
ヵ
'
玄
宗
が
健
光
速
藍

旭

は
し
た
事
は
葺

で
あ
り
,
し
か
躍
還
る
と
直
に
安
藤
山
の
乱
が
起
っ

た
事
を
考

へ
る
と
'
琴
に
混
乱
の
馬
チ
リ
ン
デ
ツ
エ
ソ
の
即
位
を
逝
せ

･と
誤
つ
ね
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
.
そ
れ
に
し
て
も
サ
ソ
ン
ヂ
ツ

エ
ソ
の
在
位
の
有
無
に
つ
い
て
は
現
在
如
何
と
も
決
定
し
難
い
｡

圃
天
賛
十
四
載
よ
-
建
中
元
年
ま
で
は
安
史
の
乱
と
そ
れ
に
よ
る
塞

外
諸
民
族
と
の
葛
藤
に
よ
や
軍
曹
の
交
代
の
通
知
は
な
か

っ
た

ら

し

6

い
.
此
虎
に
葦
倫
が
大
層
十
四
年
か
ら
璽
連
中
元
年
に
か
け
て
西
戎
に

使
し
た
時
面
接
し
た
の
は
乞
立
賛
な
る
賛
晋
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
の
比
定

を
決
す
る
前
に
先
づ
逆
に
其
の
後
の
賛
菅
の
系
統
を
明
瞭
収
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

仰
臥
の
時
宜
つ
ね
賛
菅
笠

黍
可
足
k
Ea.1iei_
事

tB
i&
o
k
.(ko.ji;

k
o･t8tl)
で
あ
る
が
明
か
に
唐
寄
合
盟
碑
の

k
h
1･i
g
tstlg
tdetIbt･tsan

(E.1
.
1
.

).
i6
)
の

k
h
ri
g
ts蔀

を
寛
し
き
も
の
で
あ
る
℃

先
に
陳

寅
格
氏
は
此
の
事
を
注
意
し
'
通
鑑
の
所
謂
葬
奉
賛
菅
は
即
ち
之
な
り

⑪

と
し
て
居
る
が
'
既
に
ラ
ウ
フ
ァ
ー
鴻

｢
西
燕
王
統
鏡
L
l･g
yal
rabs､

gsat
bai
m
e
ton
g
の

kkri
g
tsu
g
ld
e
b
tsa
n
rat
pa
can
Jを
引

い
て
来
て

khri
g
tBu
g
は

krikを
n
k
と
撃
菅
さ
れ
夜
番
に
可
静
可

⑳

足
と
為
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
と
鋭
い
観
察
を
下
し
て
居
.る

｡

し
か
し
ラ

ウ
フ
ァ
ー
は
此
の
碑
文
の
丑
面
は
見
て
居
な
い
の
で
あ
り
､
W
面
も
ワ

ッ
ヂ
ル
ー･
バ
ッ
シ
ェ
ル
･
羅
振
玉
等
の
不
充
分
な
n
ッ
ピ
イ
だ
け
を
見
.

て
居
る
に
止
ま
っ
て
居
る
｡
そ
の
W
面
に
於
て
は
こ
の
玉
名
は
磨
滅
の

薦
後
年
し
か
見
る
事
を
得
な
い
の
で
ぁ
る
か
ら
'
ラ
ウ
フ
ァ
ー
は

1
万

に
於
て
可
饗
可
足
偲
西
蔵

王

チ
デ
ソ
ン
ツ
エ
ソ

k
hri
ld
e
81･O
ng

b
t8an
竺

敦
す
る
と
冨
ひ
.
i
Jの
両
名
の
音
韻
の
不
二
敦
に
封
し
て
-＼

は
何
等
訣
明
を
試
み
て
居
な
い
の
で
あ
る
｡
ラ
ウ
フ
ァ
ー
は
チ
ヂ
ソ
シ
.

ツ
羊
ン
な
る
西
燕
玉
名
を
西
療
文
献
か
ら
得
た
に
相
違
払
い
が
出
所
を

5昏
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明
示
し
て
居
な
い
の
で
困
惑
せ
し
め
ら
れ
る
｡

i

所
で
通
鑑
に
は
､

元
和
十

一
年
二
月
'
西
川
奏
､
吐
蕃
賛
普
卒
'
可
蓉
可
足
立
｡

と
あ
ヵ
'
新
香
唐
等
吐
啓
侍
の
記
載
等
よ
-
少
-
と
も

1
年
早
-
チ
ッ

ク
ヂ
ツ
エ
ソ
が
即
位
し
た
事
堅
茶
っ
て
居
る
が
'
こ
の
矛
盾
も
唐
蕃
合

盟
碑
の
長
慶
倉
盟
に
関
す
る
次
の
記
事
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
で
あ
る

ス

ノ
〇

･t

化
現
せ
る
紳
賛
善
チ
ッ
ク
ヂ
ツ

エ

ソ
の
仰
せ
に
よ
少
-
･･･略
‥
-
･支

部
君
主
文
武
孝
徳
皇
帝
と
'
甥
勇
二
者
た
る
事
に
つ
き
て
､
化
現
者

の
思
ひ
は

1
致
せ
少
｡
-
-
の
国
家
披

1
な
-
.
西
戎
支
部
二
閲
は

中
外
の
地
を
守
る
事
に
つ
き
で
の
大
和
倉
を
な
し
'
支
部
園
に
於
て

望
見
師
の
西
方
シ
ヤ
ク
サ
ン
シ
g
a

g
San
g8i
の
控
と
少
に
て
'
大

西
戒
の
年
班
は
葬
泰

Sk
y
id
rtabU
七
年
'
大
支
部
の
年
汝
は
長
慶
初

年
辛
丑
の
年
の
冬
の
初
月
十
日
に
'
壇
場
を
設
け
て
支
部
に
よ
-
て

同
盟
は
認
乗
せ
ら
れ
た

少
.
西
燕
閲
に
て
は
ラ
サ
の
宮
殿
の
束
方
ラ

,
ト
エ
園

sb
ra
BtOd
tSh
at
に
て
大
西
戒
の
年
班
は
葬
泰
八
年
､
大

支
部
の
年
舞
は
長
慶
二
年
壬
寅
の
孝
の
夏
の
中
月
六
日
に
'
壇
場
を

設
け
て
西
燕
園
に
よ

か
て
認
乗
せ
ら
れ
た
-
｡
同
盟
の
要
領
を
碑
に

離
せ
る
は
是
即
ち
大
同
戒
の
年
取
は
葬
泰
九
年
'
大
安
部
の
年
敬
塘

長
慶
三
年
発
卯
の
年
の
-
-
申
月
十
四
月
担
稗
に
文
事
を
記
し
挺

身

一{
B
.).
b
tよ
7
)0

血
虎
に
西
戎
の
年
既
と
支
部
の
年
披
と
が
三
個
所
封
比
さ
れ
て
居
る
t

が
'
避
算
し
て
見
て
葬
泰
元
年
は
元
和
十
年
に
相
雷

か
､
チ
ッ
ク
ヂ
ツ

エ
ソ
の
即
位
は
正
に
こ
の
元
和
十
年
に
な
る
の
で
あ
る
｡
西
川
節
度
使

は
璽
十
]
年
二
月
に
之
を
奏
し
た
の
で
あ
-
'
膏
俸

･
冊
府
が
夷

に
十

二
年
に
か
け
て
あ
る
の
は
そ
の
原
告
の
時
期
で
あ
JS*

新
俺
は
そ
れ
を

効
率
に
と
っ
て
賛
菅
の
交
代
の
年
月
に
な
し
夷
の
Iで
あ
ら
う
1･｡

テ
ブ
ゴ
ソ
に
恵

こ
の
王
訂
カ
サ
カ
チ
ユ
と
し
て
居
る
が
､
恐
ら
く
支

部
史
料
の
直
詩
に
相
違
な
-
､
之
が
チ
ッ
ク
ヂ
ツ
エ
ソ
レ
-
パ
チ
立
ソ

で
あ
る
こ
と
は
判
断
出
束
な
か
っ
た
ら
し
い
∞
テ
ブ
ゴ
ソ
の
第
七
章
に

お
け
る
王
統
に
も

レ
-
｡ハ
チ
エ
y

r
a
t
p
a

ei
n
の
名
は
あ
る
が
チ
ッ

ク
ヂ
ツ
エ
ソ
も
カ
サ
カ
チ
ユ
も
な
い
.
テ
プ
ゴ
ン
の
女
鹿
と
し
て
の
不

統

1_
な
鮎
を
そ
の
ま
-
.
表
し
て
屠
る
一
例
で
あ
る
.

圃
所
で
チ
ッ
ク
ヂ
ツ
エ
ソ
の
前
代
の
王
は
貞
元
二
十
年
に
立
っ
た
賛

普
で
あ
る
が
'
漢
文
史
料
に
は
玉
名
が
な
-
'
テ
プ
ゴ
ン
､
プ
ト
ン
は

共
に
チ
ヂ
ソ
y
ツ
エ
ソ
Lk
h
ri
)d
e
ar.n
g
bbSan
な
め
と
し
て
居
る
.

唐
蕃
倉
盟
碑
紅
は
鼻
元
の
禽
盟
が
圃
さ
れ
尭
事
を
遊
べ
允
と
息
は
れ
る

朗
に
'

I--68-
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賛
普
父
王
沖
の
化
現
チ
デ
ゾ
y
ツ
.エ
ソ
b
tB
an
PO
yab
tha
aphm
l

kh
ri
tde
sron
g

b
T
t
S

anの
仰
せ
に
よ
-
'
ガ
ム
キ
エ
チ
ソ
ボ
8g
am

d
k
y
el
c
hen
p
.
は
敦
酸
い
づ
れ
に
も
熟
達
し
明
け
き
慈
優
探
き
恩

意
も
て
外
内
の
直
別
な
-
八
方
を
掩
ふ
云
々
｡
(E
.).

84-86)

と
あ
る
｡
ガ
ム
キ
エ
チ
ン
ボ
は
常
時
吐
蕃
王
延
に
お
け
る
1
大
勢
力
家

で
あ
つ
な
ら
し
-
'

ス
タ
イ
ン
文
書

の
中
に
も
倍
玲
心
兄

Bh
an
g

I.i.:::;:..I,.?.;....I:6..,･{･:;∩......～:.;:..;･j,i.:;:7..･1.1t=:1fi....i,:.M.:.I.日:I:
1r
Lm川,'&:(]7:MTi.:7::,･.:..1,m
,:.piE,i.:E,.IM7
Ji.fGltTrLIW.".M.!い:

ツ
タ
ヂ
ツ
エ
ソ
の
時
代
に
直
接
し
て
チ
ヂ
ソ
ソ
ツ
エ
ソ

の
在
位
が
あ
っ

夜
と
見
て
換
り
あ
る
ま
い
｡
唯
敦
で
チ
ヂ
リ
ン
ツ
エ
ソ
を
父
王

b
tSan

p
･･
y
a
b

と
す
る
の
吟
如
何
に
も
直
接
の
父
な
る
如
-
感
じ
さ
せ
る
か

も
知
れ
な
5
.が
之
は
寧
ろ
精
神
的
な
意
味
に
取
る

べ
き

で
あ
ら
う
｡

rg
y
al
r
Ml
.
y

ab
が

｢
国
家
の
父
な
る
王
｣

1g
y
al

PO
yab
lytlm
が

｢
国
家
の
父
母
な
る
王
及
び
そ
の
后
｣
の
意
な
る
事
が
参
照
に
な
SQ
｡

尤
も

btBan
P
O

y
a
b

に
つ
い
て
は
チ
デ
ッ
ク
ツ
エ
ソ
(蜘
参
照
)
の
例

も
あ
る
が
チ
ッ
ク
ヂ
ツ
エ
ソ
に
は

b
訂
an
p
o
8)･aB

な
る
語
が
修
飾

せ
ら
れ
て
居
な
S
の
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
｡
ブ
ト
ン
等
の
記
載
の
如

-
チ
ヂ
リ
ン
ツ
エ
ソ
と
チ
ッ
ク
ヂ
ツ
エ
ソ
は
兄
弟
関
係
と
見
倣
す
の
は

何
等
差
安

へ
な
い
と
思
う
.
支
部
史
料
に
も
こ
の
雨
着
に
つ
S
て
親
子

関
係
撃
不
し
夷
字
句
空

っ
も
用
ひ

が

居
な
い
の
は
滑
極
的
な
が
ち
密

接
と
な
る
で
あ
ら
う
｡

碗
さ
て
以
上
の
如
-
定
め
て
蘇
る
と
支
部
史
料
に
よ
っ
て
炎
の
如
き

系
園
が
構
成
さ
れ
る
｡
-
足
之
煎

貞
元
十
三
年
立

-
某

貞
元
十
四
年
立

.､

.

-
Aチ
ヂ
ソ
ン
ツ
エ
ソ

貞
元
二
十
年
畢

仁
B
チ
ッ
ク
ヂ
ツ
エ
ソ

元
和
十
年
立

1
0
ダ
ル
一寸

開
成
三
年
立

テ
ブ
ゴ
γ
に
は
此
の
連
の
系
統
に
は
親
展
関
係
が
何
等
明
示
し
.で
な

れ
故
に
t
よ
り
原
初
的
な
史
料
を
含
む
と
考

へ
ら
れ
る
プ
ト
ン
を
参
照

す
る
と
'

｢
チ
ヂ
ツ
エ
ソ
に
五
千
あ
-
｣
･
と
云
ひ
'
垂
理
し
て
み
る
と

次
の
如
き
系
譜
が
輿

へ
ら
れ
る
｡

1

57-

チ
ソ
ン
デ
ツ
エ
シ

ム
ネ
ッ
エ
ソ
ポ

m
tt
n
e
b
tBan
･P
O

チ
ヂ

ツ
エ
ソ

khri
lde
btsan
p〇十

チ ラ c b a
チ 汐.チ レ7チ
シ ェ ダ lデ
ポ フ ル パ リ

ら L 7. li

ソツ
エ

ソ
k
ht･itie
sTOr
rg
btSan

チ
巨⇒

ン
ヅ
ア
ン
マ

L･al
pa･Gan.
gtSan
gm
a

マ
サ
ド
ム
ツ
エ
ソ

khri
dal･m
a
tl
d
u
m
･btsan=

ン
ド
ブ

th
a
】骨

)hun
gl･t)b

k
h
ri
c
hen
po･

右
の
申
A
H
乱
.
丑
=
も
､

8
-
｡な
る
事
は
疑
な
S
.
従
っ
て
乞
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立
賓
を
チ
ヂ
ツ
エ
ソ

khri
tde
b
(r盲

an
と
見
倣
す
の
も
可
な
り
と

信
ず
麹

但
豊

煎
と
某
の
二
王
誓

ジ
ェ
フ
ン
ド
ブ
と
チ
チ
ソ
ポ
に

雷
る
か
ど
う
か
は
決
定
し
難
い
｡
ブ
ト
ン
に
は
チ
ヂ
ソ
ン

ツ
エ
ソ
の
前

代
が
チ
ヂ
ツ
エ
ソ
に
な
っ
て
居
る
が
直
に
は
借
用
出
来
な
い
｡
叉
テ
ブ

ゴ
ン
に
は
同
じ
く
チ
ヂ
ソ
ン
ツ
エ
ソ
の
前
に
ヅ
ツ
エ
ツ
エ
ソ
ポ
d
su
t8e

btsan
p
,
を
お
い
て
居
る
が
恐
ら
-

｢
足
之
煎
L
tsiw
ok
ItLs.i･tsii
n
･

▲,JhJJ>

(
北
京
音

訂
tl･
雷
Y･tS
ie

n)
-
g
t8tlg

khri
ch
en

(?)-
を
浸
然
と
音

詩
使
用
し
ね
も
の
と
息
ふ
a
第
七
章
の
王
統
に
は
こ
の
王
名
は
完
全
に

抹
殺
さ
れ
て
居
る
｡

㌔

備
ム
ネ
ッ
エ
ソ
ポ
に
嘗
る
べ
き
王
は
支
部
史
料
に
は
全
-
な
い
｡
プ

ト
ン
は
之
を
チ
ヂ
ツ
エ
ソ
の
兄
と
し
て
居
る
が

｢
1
年
七
ケ
月
汚
め
､

⑳

十
七
才
を
以
て
御
母
に
毒
を
進
め
ら
れ
崩
ぜ
ら
れ
た
り
｣

と
伝
っ
て
居

る
｡
従
っ
て
こ
の
ム
ネ
ッ
エ
ソ
嘉

を
足
重
刑
荘

官
て
る
事
も

1
慮
考

へ

ら
れ
る
が
'
そ
れ
に
よ
っ
て
配
常
さ
れ
る
支
部
史
料
と
西
痔
史
料
の
音

韻
其
の
他
の
不

1
敦
は
よ
-
虞
範
囲
に
捗
る
で
あ
ら
う
｡
叉
プ
ト
ン
に

示
さ
れ
た
系
統
に
従
ふ
と
チ
ゾ
ン
デ
ツ
エ
ソ
と
チ
ヂ
ツ
エ
ソ
の
間
に
ム

ネ
ッ
エ
ソ
ポ
が
あ
る
か
ら
ム
ネ
ッ
エ
ソ
ポ
は
漢
文
史
料
の
梁
悉
鶴
瓶
賓

で
は
な
い
か
と
の
疑
も
あ
る
｡
尤
も
之
も
か
-

一
腹
定
め
れ
ば
世
代
数

の
鮎
に
於
て
爾
史
料
の
差
を
無
く
し
得
る
か
も
知
れ
な
い
が
玉
名
官
報

の
不

一
致
年
代
の
未
決
定
等
は
解
決
し
得
な
い
開
超
と
し
て
壌
る
｡
要

す
る
に
こ
の
所
の
王
統
は
決
定
し
難
く
'
西
燕
王
統
論
に
於
け
-る
最
大

の
難
関
を
な
し
て
居
る
｡
以
上
は

1
偶
の
よ
り
安
富
と
思
は
れ
る
試
論

を
掲
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
｡

囲
チ
ッ
ク
ヂ
ツ
エ
ソ

の
葬
奉
賛
普
な
る
構
舵
瀬
通
鑑
の
み
の
使
用
せ

､る
も
の
で
唐
蕃
骨
盟
碑
に
骨
盟
常
時
の
吐
事
の
年
班
と
し
て

8
kyid

rtLag
が
用
ひ
ら
れ
'
之
が
漢
詩
で
は
舜
泰
と
な
る
事
は
疑
な
い
o
新
嘗

唐
菩
吐
蕃
侍
に
は
こ
の
賛
菅
が

｢
幾
三
十
年
｣
在
位
し
な
事
里
茶
っ
て

居
る
が
逝
去
の
年
月
を
記
し
て
居
な
い
g
で
計

算
す

る
事
は
出
衆
な

い
.
通
鑑
の
み
が
開
成
三
年
と
明
示
し
て
居
る
の
で
元
卸
十
年
よ
-
計

算
す
れ
ば
二
十
三
年
間
の
牽
位
と
云
ふ
事
に
な
る
で
あ
ら
う
｡

嗣
小
で
立
っ
た
達
磨
王
は

テ
ブ
ゴ
γ
に
は
ラ
ン
グ
ル
寸

gi
an
g
音
)
･

m
a
と
云
っ
て
居
る
が
正
し
S
解
放
で
は
な
い
と
息
ふ
.

プ
ト
ン
に
は

諸

帥

チ
ダ
ル
マ
サ
ド
ム
ウ
エ
ソ

k
h
ri

d

a
l･

m
a
u
d
声
m

b
b
an

と
あ
り
､
第
七
章
の
王
統

に
も

チ
ウ
ム
ツ
エ
ソ
ダ
ル
マ
k
h
ri
tlm

b
tsan
d
a
r

m
a
と
あ
る
.
gl
aD
g
(丑
)
と
云
ふ
の
は

｢
丑
の
如
き
暴

､

虐
者
｣
と
云
ふ
意
味
の
慈
稀
で
あ
る
か
ら
本
木
の
宅
稀
と
は
取
れ
な
5

筈
で
あ
る
｡

所
で
テ
プ
ゴ
ン
に
は

58
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丙
媚

年

(軍

年
)
に
カ
芸

チ
エ
の
後
晶

ぎ
て
末
弟
タ
ム
立

ち
た
り
'

と
云
ひ
､
つ
S
で
若
干
の
記
述
の
後
に
､

己
未
の
鉾
(頗
器

用
)
誓

ン
ダ
″
マ
荒

最

阜

雷

年
目
の

:己
未
な
-
0

と
云
っ
て
1
致
し
な
い
記
事
を
出
し
て
居
る
｡
ク
ム
は
恐
ら
-
達
磨

-

d
.a
t･m
tla
(
北
奉
菅

ta･m
o
)
の
音
詩
で
あ
ら
う
が
テ
プ
ゴ
γ
の
作
者

は
そ
れ
が
d
al･
m
a
と

7
致
す
る
事
を
理
解
し
得
な
か
つ
ね
の
で
あ
ろ

う
｡
斯
-
タ
ム
と
ダ
ル
マ
と
が
同

一
人
で
あ
る
と
す
れ
酢
ダ
ル
マ
峰
や

は
少
閑
成
元
年
に
軸
億
し
た
事
に
な
る
｡
し
か
し
開
成
元
年
の
即
位
と

す
る
な
ら
ば
チ
ッ
ク
ヂ
ツ
エ
ソ
の
在
位
は
二
十

1
年
と
な
っ
て

｢幾
三

十
年
｣
の
旬
把
よ

り
合
は
な
い
事
と
な
る
.
恐
ら
-
テ
プ
ゴ
ソ

の
よ
っ

た
史
料
が
支
部
史
料
の
三
年
堅
刀
年
と
見
誤
っ
て
記
載
を
な
し
允
も
の

と
考

へ
ら
れ
る
窮

.
/

イー′

ノ
b
rtsan

(棄
宗
弄
賛
)
死
し
孫

マ
ン
ソ

ソ

マ
ン
'･>

エー
ソ

m
ang
Br
Ong
m
a
n
g

btBan
立
つ
.

調
露
元
年

(.己
卯
)
六
七
九
･･,････
マ
ン
ソ
シ

マ
y
ツ
エ
ソ
死
し
チ
ド

～
エ
ソ
y
k
h
ri
.
邑

t28
SrOn
g
(韓
琴
悉
弄
)
立
つ
.

長
安
三
年

(発
卯
)
七

〇
三
-
-
チ
ド
エ
ソ
ン
死
し
チ
デ
ッ
ク
ツ
エ

ソ
k
h
ri.
】d
e
g

tB
t

Zgb碁
an
(菓
隷
縮
驚
)
立
つ
.

天
賛
十
四
載

(乙
未
)
七
五
草

-
･,･W
h
.ツ
ク
ツ
エ
ソ
死
し
チ
ゾ
ン′ノ

デ
ツ
エ
ソ
k
h
ri
s1･O
ng
tdeb
tsan
(乞
饗
蘇
鶴
瓶
賛
)
立
つ

大
暦
十
四
年

(己
未
)
七
七
九

.,I

連
中
元
年

(庚
申
)
七
八

〇

チ
ヂ
ツ
エ
y
k
h
ri
lie

b
(1･)tSayn
(乞
立
賛
)
在
位

59

右
の
封
照
を
通
じ
て
我

々
は
西
痔
の
王
統
に
関
し
て
次
の
表
を
得
る

で
あ
ら
う
｡

･#
兼
敏
元
年

(庚
成
)
六
五
〇
･･････チ
リ
シ

ツ

エ

ソ
khri.st･on
g

貞
元
十
三
年

(丁
丑
)
七
九
七
-
-
チ
ヂ
ッ
.エ
ソ
死
'J
其
の
手
足
之

煎
立
つ
｡

貞
元
十
四
年

(及
寅
)
七
九
八
-
･･･足
之
煎
死
し
其
の
弟
某
立
つ
O

貞
元
二
十
年

(甲
申
)
八

〇
甲

-
-
某
死
し
其
の
弟
チ
ヂ
ソ
γ
ッ
ェ

y
ld
tri
1d
e
sron
g
b
r
tB
a
n
立
つ
O

元
和
十
年

(乙
末
)
八

1
五
-
-
チ
ヂ
ヅ
,ン
ツ
エ
ソ

死
し
チ
ッ
ク
ヂ

ツ
エ
ソ
k
h
l･i
g
tBn
g
td
e
b
l･tS
dn
(可
欝
可
足
)
立
つ

′

開
成
三
年

(戊
年
)
八
三
八
‥
‥
･･チ
ッ
ク
ヂ
ツ
エ
ソ
死
し
ダ
ル
マ

ソ

/
′

d
ar
.m
a
(p達
磨
)
立
つ
.
i



150

相良
曾
昌
二
年

(壬
戊
)･
八
四
三
･･･-
ダ
ル
マ
死
し
開
中
温
乱
す
..
.

∵
さ
て
以
上
の
封
照
考
察
を
通
じ
て
人
は
繭
史
料
の
間
に
案
外
背
致
す

る
も
の
が
少
-
特
に
年
代
に
つ
い
て
竣
か
な
-
西
戎
史
粋
も
正
確
で
あ

る
と
の
印
象
を
受
け
る
か
も
知
れ
ぬ
｡
し
か
し
両
者
の
一
致
は
賢
は
嘗

然
な
の
で
'
テ
プ
ゴ
ン
の
こ
の
年
代
を
記
し
た
第
十
章
に
は
胃
頭
に
次

の
句
が
あ
る
の
で
あ
る
.,

リ
ン
ツ
エ
ソ
よ
-
ダ
残
マ
ま
で
は
支
部
の
記
録
等
に
述
べ
ら
れ
た
る

も
の
を
ラ
マ
>
ン
チ
ン
ダ
ク
パ
が
西
痔
語
に
研
詩
し
タ
ン
ガ
ー
ド
ル

⑳

ヂ
エ
王
が
女
字
に
記
し
た
も
の
に
よ
周
で
書
き

記
す
な

-
.

右
の
文
に
よ
-
テ
プ
ゴ
γ
の
年
代
の
正
確
さ
と
云
ふ
の
は
賢
は
系
統
的

に
は
仝
-
支
部
史
料
よ
-
出
た
も
の
で
'
年
代
に
関
す
る
限
-
何
等
西

燕
の
原
史
料
か
ら
出
優
し
た
も
の
で
は
な
い
事
が
明
か
に
な
っ
た
｡
二

三
の
年
代
に
つ
い
て
支
部
史
料
が
誤
っ
て
居
る
に
も
か
1

は
ら
ず
'
西

戎
史
料
が
そ
の
誤
と
同

1
の
年
代
を
取
っ
て
居
る
の
も
嘗
然
で
あ
-
'

支
部
史
潮
か
ら
進
に
無
批
判
に
取
-
入
れ
た
と
息
は
れ
も
奇
怪
な
玉
名

が
あ
る
の
も
無
理
は
な
い
.
古
代
史
の
年
代
計
算
を
基
礎
と
す
る
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
そ
れ
の
･み
で
意
味
を
持
っ
て
居
る
か
も
知
れ
な

い
.,
し
か
し
古
代
史
料
と
し
て
の
テ
プ
ゴ
ン
の
債
倍
は
之
を
以
て
著
し

-
劣
る
事
に
な
る
｡
少
-
と
も
年
代
計
算
が
正
確
で
あ
る
か
ら
と
云
ふ

理
由
で
古
代
史
料
と
し
て
評
債
す
る
事
は
不
可
能
と
な
P
.
然
ら
ば
第

七
章
の
王
統
は
如
何
と
云
ふ
事
に
な
る
が
'
天
王
七
代
'
申
王
二
代
'

地
王
六
代
'
ヂ
王
七
代
よ
-
更
に
九
代
を
経
て
リ
ン
ツ
エ
ソ
ガ
ン
ボ
把

至
る
王
統
は
1
見
頗
る
整
然
た
る
も
の
で
あ
る
｡
所
が
そ
の
中
'
n

y

テ
ン
ポ
ラ
サ
イ
と
考

へ
ら
れ
る
支
部
史
料
'
禽
盟
碑
'
ス
タ
イ
ン
文
書

等
と
完
全
に
Il
致
す
る
玉
名
等
は
一
つ
も
な
い
｡
リ
ン
ツ
エ
ソ
以
後
の

王
統
に
せ
よ
･..･
晩
に
述
べ
夜
同

一
菩
内
の
記
述
と
も

1
致
せ
す
ご

i'れ

ば
と
云
っ
て
プ
ト
ン
と
比
較
し
て
も
ブ
ト
ン
の
方
が
史
料
的
に
は
よ
り

､
ウ
ル
な
感
じ
を
輿
ぺ
る
｡
結
局
テ
ブ
ゴ
ン
に
於
て
年
邦
の
正
確
さ
､
内

容
の
豊
富
さ
に
そ
の
債
値
を
認
め
よ
う
と
す
れ
ば
'
そ
れ
は
後
期
弘
通

.
鮒

以
後
の
部
分
で
あ
っ
て
,
前
期
弘
通
即
ち
古
典
古
代
の
部
分
に
あ
る
打

･
I

で
は
な
い
事
に
な
る
.
虫
で
或
は
人
は
.K
ン
Jr(
ケ
ン
ボ
め
畢
款
を
詣
ひ

バ
ク
サ
ム
'.･h
h
y
サ
ン
を
提
出
す
る
か
も
知
れ
な
い
.
し
か
し
バ
ク
サ

ム
は
王
統
年
代
に
関
し
て
は
プ
ト
γ
･･テ
プ
ゴ
γ
を
無
批
判
に
受
容
し

て
､
ーよ
-
事
賢
に
遠
い
塵
取
を
構
成
し
て
居
る
O
し
か
も
何
等
有
各
な

倖
乗
払
-
革
質
な
-
堅
不
す
事
も
な
い
.

虫
に
至
っ
て
古
代
西
稀
史
研
究
に
関
す
る
方
法
は
明
か
で
あ
ら
う
｡

即
ち
支
部
史
料
と
魯
盟
碑
'
敦
煙
文
書
等
の
間
で
事
賢
決
定
を
行
ひ
'

西
燕
史
料
は
そ
れ
を
基
準
と
し
て
塵
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
.
審
月
西
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戒
史
料
は
史
料
と
し
て
の
債
値
の
位
置
は
低
く

支
部
史
料
が
よ
-
原

初
的
な
根
本
史
料
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

こ
の
精
静
は
西
燕
史
料
が

1
見
頗
る
無
償
値
な
も
の
と
決
定
さ
れ
る

が
如
-
取
ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
｡
し
か
し

1
万
支
部
史
料
の
記
述
と
云

ふ
も
の
に
も
大
き
な
限
界
の
あ
る
事
は
基
外
史

一
般
の
常
識
で
あ
る
.

例
へ
ぼ
西
蔵
俳
教
の
問
題
に
せ
よ
唐
代
支
部
文
献
に
あ
る
記
述
は
直
々

た
る
も
の
で
到
底
そ
の
現
賢
を
具
髄
的
に
は
知
る
事
は
出
来
な
い
｡
教

壇
文
書
出
で
て
よ
-
'
よ
-
詳
細
に
寺
院
と
か
僧
侶
と
か
の
存
在
を
知

･･.露

草
は
得
た
が
'
倫
之
は
断
片
的
な
も
の
で
あ
っ
て
'
系
統
的
な
材
料

と
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
｡
我
々
は
此
の
鮎
や
は
-
西
戎
史
料
を
活

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
凍
る
｡
プ
･L
y
に
お
け
る
年
代
の
不
明
確
さ

も
侠
教
流
侍
の
事
賢
ま
で
も
香
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
筈
で
あ
る
｡

我
々
転

は
や
は
-
複
雑
で
は
あ
る
が
諸
史
料
と
の
封
比
を
慎
重
に
行
ひ
･

な
が
ら
四
歳
史
料
を
巧
に
利
用
せ
な
.S
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
｡
そ
し
て

そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
古
代
西
戎
の
文
化
め
方
面
は
､
/ど
-
詳
細
に
'
よ

-
明
確
に
把
捉
す
.る
草
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
せ
息
は
れ
る
の
で
あ

る
｡

∩

完

し

〔
証
〕

㊧
､d
ei
tBhe
bo
d
a
b
a
n
g
g
ky
iB
rg
yal
p
.
ta
g
ge
b
a
g
Ban
n
監

d
g
e

ba

bo
u
i

kh
rim
8
b
cas
te
bod
rna
m
m
ch
om
ta
b
k
o
d
p
as
m
tn
g
等

Ong

b
tSan
Bg
am
P
O
r
g
ia
g
B
B
O
J

⑳
青
木
発
生

は
云
ふ
｡

｢
リ
ン
ツ
エ
ソ
ガ
ン
ボ
と
は

『
直
進
'
厳

正
､
深
慮
者
』

の
義
で
'
直
進
と
は
正
直
に
し
て
勇
気
あ
る
串
'
厳

正
と
は
七
義
､
深
慮
と
は

叡
智
あ
る
の
謂
な
れ
ば
必
尭
智
仁
勇
兼
備

の
明
君
た
る
串
を
示
し
た
語
で
あ
る

(
｢
西
寂
文
化

の
新
研
究
｣

7
二
〇
貫
).
伶
シ
ト
ウ
ケ
ン
ボ

si
tu
m
k
h
an
p
o

の

｢
三
+
偽
鹿
入
法
話
樺
｣

b
y
a
k
aran
ap
m
d
ta
Su
m

Cll
p
a
d
a
n
g

･
.rtag
8

k
yi
a
].u
g
p
a
sh
esb
ya
b
a
に
は
リ
ン
ツ
土
ン
王
に
ク
い
て
衆
の

如
-
述
べ
て
居
る
が
､
西
藤

の
尊
者
に
考

へ
ら
れ
て
居
る
代
表
的
激
念
と
見
て

よ
い
で
あ
ら
う
.

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
ず
ス
編
纂

の
活
字
本
も
あ
る
が
'

(S
･

C
)h
.
I)as,
A
n
t
n
t.ro
d
uctio
n
to
th
e

G
ram
m
ar
of
th
e

T
ib
etan

L
ang
u
age
wi
th
th
e

T
e
xts
o
f
S
it
u
i
S
um
･rtag
故.
D
a
g
J
+e
S
a
T
w
a
i

M
e
Jo
n
g
a
n
d
S
itu
i
S
h
al
⊥
un
g
)

.
青
木
先
生
所
蔵
の

ラ
サ
版

の
1
種
に

よ

っ
た
｡

大
僅
郎
ち
人

の
碑
に
て
も
あ

p
'
荒
ぶ
る
人
々
社
は
し
め
欺
き
者
共
を
こ
種

(
葦
者
託
へ
法
と
世
間
法
)

の
偽
を
な
ら
は
し
の
道
に

｢直
-
逸
書
し
空

･
BrO
n
g
親
し
き
も
の
'
親
し
_&
ら
ざ
る
も
の
又
は
そ
の
争
ば
な
る
も
の
等
に

等
し
-
平
静
な
る
慈
み
の
心
を
輿
ふ
る

箆
に
'
雑
か
な
き
勅
命
を

｢強
を
カ

も
て
｣
B
g
an
P
O
諸
々
の
臣
下
を
交
配
す
る
事
を
多
-
な
し
'
内
外
道
の
行

の
伊
佐

f
切
を
振
向
し
粉
乳
す
る
事
な
-
'
三
種

の
救
貧
も
て
姉
別
L
t
博

-識
な
甥
と
碑

(
ら
れ
る
者
に
よ
p
て
も
思
慮

の
深
き
畳

sa
知

れ
ず
'

故
に

｢搾
き
も
の
｣
sg
a
m
p
o
郎
ち
一ソ
ン
ツ
エ
ソ
ガ
ン
ボ

BrO
n
g
b
tsa
n
Ⅶg;aln

p
o
な
る
偉
尊
聞

え

の
名
を
も
て
署

(
ら
る

ゝ
も
の
､

衆

生
の
書
評
と
し
て

現
れ
出
で
た

53
(2
b
)

'

-61-
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rg
y
a
t
p
o
ch
e
n
p
o
m
ii
th
a
a
m

y
a
n
g

na8k
y
e
.b
o
m
i
Bru
n
P
a

g
d
u
t
d
k
a
b
a
rn
a
m
s
tu
g
s
g
n
y
is
k
y
i

BrO
l
b
z;a
n
y
p
o
i
ta
n

d
u

n
a
n
g
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ANEXAMINATIONOFTIBETANWRITINGS

ASHISTORICALSOURCES

鞄 HisashiSato

･Bu･ston'sChosやbyuh(HistoryofBuddhism),Deb-gtersムon-po,～
the丘fthDalaiLama'sChos-hbyu血Dpagbsam ljon-bzan,andT豆ran豆I

tha'sChos･hbyuhandHorchos-hbyuhareusuallyr,egardedasthemost

importanthistoricaldateoftheancientTibetandynasties,whichwere

calledT'u-fanbytheChinese.However,exceptthe丘rsttwothey

areoflittlevalueashistoricalmaterials,becausetheyarenothing

butcompilationsofolderdocuments.Bu-ston'sChos-hbうね血andDebt

営etersふon-poareveryimportantrecords.From thestandpoint'of

thehistoryofBuddhism Bu･ston'swritingsare-extremelyvaluable,

andamonghisvlorkstheDed-Shonisconsideredtocontainaccurate

chronologicaldata. OfwhatnatureistheDeb･S血on'schronology?

Towhatextent､arethedatacontainedinitreliable?

ThefirstvolumeoftheDeb-sdonconsistsofelevenchapt_ers.

ChaptersIトV arecompilationsofthetraditionstakenoutofthe､

Hindus5tras,whileChapterVIisacompilationoftheTibetantradi･

ドtions.HistoricaleventsaredescribedonlyinαlapterSVII,VIIIand

x,buttheyarenotingbutanuncriticalcollectionof'somechinese

andTibet息nmaterials.Aftercloseexaminationitcomesoutthat

thechronologyofthe.Deb-S血onisreliableonlysofar'asitdepends

onthe}Chinesematerials.

WithregardtothechronologyoftheTibetandynastiestherdar毎 L.

discrepanciesbetweentheChineserecordsandtheTibetandocuments.
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Inthelightoftheauthor'sresearchthecontemporaneousChinese

records,theLhasaTreatyEdictinscriptionandtheTur暮-huangdocu･

mentsaretobe由kenasthemostreliablesourcematerials,while

theTibetandocumentsaremuchinferiorbecauseofitsnatureas

mereCOmpilationsofthetraditions.
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